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中世武家礼法を這おをサる中国苗典礼苫の影響  




























































し細らい 古典礼書、すなわち「三礼」といわれる『周礼』・  




























のように式として表現する。   
作法素：〔条件素〕［行為素］】（機能素）＝〈評価  
素〉   
また一つの作法素が得られると、論理変換に  
よって論理的に整合する別の（暗黙化されていた）  
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山根一郎／中世武家礼法における中国古典礼雷の影響  
が有効となる。   
小笠原流礼法の代表的礼番といわれる『三議一  





伊勢家が中心であり、また同様な立場にあったの   
は信濃守護の小笠原惣領家ではなく分家の京都小  
笠原家であったとされている。しかし、応仁の乱   
によって伊勢家の礼書は消失し、室町幕府滅亡後   







3．2 技能としての礼法   
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山根一郎／中世武家礼法における中国古典礼沓の影響   
作法素2：〔時・人が変わる〕［作法素1］＝〈適  














































されることは少ない）。   
『礼記』においては「凡そ礼の大磯は、天地に  


























陽  陰   
世界   天  地   
性   男  女   
方向   左  右   
時   生  死   
原初運動  上昇  下降   
天   日  月   
両＝   昼  夜   
五行   火  水   
十二支  午  子   
五色   赤  巣   
方位   南  北   
季節   夏  冬   
数   奇数  偶数   
儀礼  吉事  凶事   










































































種に由来しているのかもしれない。   
拝は『周礼（大祝）』では「九拝」として九種挙  
げられ、稽首・頓首・空首・振動・吉拝・凶拝・  














うえ 陰陽の原理によって「凡そ男拝するには左手を向  
にす」、「凡そ女拝するには右手を尚にす」（『礼記  
（内則）』）とあるが、挟手をしない日本では礼の  











となる。   
作法素：〔礼〕［四度以上］1（敬意が減る〉＝〈否  
定〉  









































を経るという作法があるのかもしれない。   






































いた て九に如る」（『准南子（天文訓）』）ということか  





























































































































66   
文化情報学部紀要，第4巻，200∠拘三  
素が必要となる。武家礼法では次のようになって  
いる。   
上座に関する機能素クラスの優先順：貴人への  



























まじ 小＞大である。さらに「君、戸と行くには武を接  
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山根一郎／中世武家礼法における中国古典礼督の影響  
具体的には「祭りに非ず喪に非ざれば、器を相授  
はこ けず。其の相授けるには、則ち女は受けるに儀を  






































むか （中略）帯を視て以て袷に及ぶ。聴き郷うこと左  
に任す」とある。  





た を執れば、軽きを執るも克えざるが如くす」と説  




























みずから 載っており、「男女は（中略）親ら授けず」とあり、  




































」．衣  服   
『礼記（月令）』によれば、天子の衣服の色は次  
のように四季に対応している。   
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文化情報学部紀要，第4巻，2004年  







































さえも究極的には適礼とされる。   
もちろんこれは極論であり、礼の形が失われる  
のをよしとするのではない（礼の記号性を否定さ  
れるべきでない） 。「子貢、告朔の鯨羊を去らんと  


























































































に、後に薄ければ礼に於て虚しム すなわち「詩の  
心を会得しなければ礼を誤りなく行うことができ  












に「不躾は 目にたたぬかは 躾とて 目に立つ  
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